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令和８年度の予算案を可決！！
一般会計予算総額52億4,800万円（対前年比3.8％増）

会期は３月３日から
１3日までの１1日間

３月定例会

歳
　入

歳
　出

分担金及び負担金（0.1％）

529万4千円

分担金及び負担金（0.1％）

529万4千円

財産収入（0.4％）

2,105万1千円

財産収入（0.4％）

2,105万1千円

その他（14.7％）

7億6,936万4千円

その他（14.7％）

7億6,936万4千円

総務費（22.3％）

11億6,955万9千円

総務費（22.3％）

11億6,955万9千円

議会費ほか（1.2％） 6,083万5千円議会費ほか（1.2％） 6,083万5千円

民生費（11.9％）

6億2,591万1千円

民生費（11.9％）

6億2,591万1千円

衛生費（14.6％）

7億6,727万4千円

衛生費（14.6％）

7億6,727万4千円農林水産業費（14.8％）

7億7,882万9千円

農林水産業費（14.8％）

7億7,882万9千円

商工費（3.4％）

1億7,648万3千円

商工費（3.4％）

1億7,648万3千円

土木費（11.3％）

5億9,345万3千円

土木費（11.3％）

5億9,345万3千円

消防費（5.0％）

2億6,017万7千円

消防費（5.0％）

2億6,017万7千円

教育費（5.9％）

3億1,066万6千円

教育費（5.9％）

3億1,066万6千円

公債費（9.6％）

5億481万3千円

公債費（9.6％）

5億481万3千円

地方交付税（49.5％）

26億円

地方交付税（49.5％）

26億円

依存財源依存財源

自主財源自主財源

国庫支出金（6.5％）

3億4,193万4千円

国庫支出金（6.5％）

3億4,193万4千円

道支出金（6.3％）

3億3,061万円

道支出金（6.3％）

3億3,061万円

町債（11.5％）

6億190万円

町債（11.5％）

6億190万円

その他（3.1％）

1億6,208万5千円

その他（3.1％）

1億6,208万5千円

町税（5.8％）

3億531万6千円

町税（5.8％）

3億531万6千円 使用料及び手数料（2.1％）

1億1,044万6千円

使用料及び手数料（2.1％）

1億1,044万6千円

52億
4,800万円

52億
4,800万円

令和８年度主要施策
１． 交通・通信

（5億3,723万5千円）

２． 産業振興
（8億1,756万1千円）

５． その他
（2億8,334万6千円）

（4億44万6千円）
３． 福祉・生活環境

（6,327万6千円）
４． 教育・文化

各特別会計、事業会計予算の総額 ２５億９，２５９万２千円（対前年比26.1％増）

7,856万1千円
(対前年比　25.6％）

3億9,173万3千円
（対前年比　6.0％）

2億8,641万2千円
（対前年比　2.9％）
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（百万円）

デマンドバス運行事業、代替バス定期運賃差額補助金、生活交通路線等維
持費補助金、Ｊアラート受信機更新等事業、自家用有償旅客運送事業、除
排雪業務委託、橋梁長寿命化事業、普通河川維持工事、町河川支障木撤去
等維持補修、雪寒機械更新事業など。

特産品振興支援事業補助金、おびら和牛繁殖センター整備事業、畜産振興
補助金、農業水路等長寿命化・防災減災事業、林業生産基盤整備道菊岡沖
内線林道開設事業、水産物供給基盤機能保全事業負担金、漁業近代化資金
利子補給事業、ホタテ養殖漁業生産力強化等支援事業補助金、中小企業振
興資金利子補給事業、ゆったりかん運営委託料など。

乳幼児等医療費助成（拡大分）、各種検診委託（健康増進事業費）、高齢者社
会活動等参加ポイント事業、緑風・すずらん・汐見・新町団地修繕事業、第
２旭団地改善事業など。

スクールバス購入事業、園児送迎車購入事業、食育関連事業、鬼鹿小学校
遊具等設置事業、旧花田家番屋補修事業など。

ホームページリニューアル事業、町公式LINE構築事業、デジタル小平町
史制作委託、留萌消防組合負担金など。

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

下水道事業会計

水道事業会計

4億4,618万8千円
（対前年比▲1.4％）

6億1,558万9千円
（対前年比　47.8％）

7億7410万9千円
（対前年比　62.4％）
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令和８年度主要施策
１． 交通・通信

（5億3,723万5千円）

２． 産業振興
（8億1,756万1千円）

５． その他
（2億8,334万6千円）

（4億44万6千円）
３． 福祉・生活環境

（6,327万6千円）
４． 教育・文化

各特別会計、事業会計予算の総額 ２５億９，２５９万２千円（対前年比26.1％増）

7,856万1千円
(対前年比　25.6％）

3億9,173万3千円
（対前年比　6.0％）

2億8,641万2千円
（対前年比　2.9％）
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デマンドバス運行事業、代替バス定期運賃差額補助金、生活交通路線等維
持費補助金、Ｊアラート受信機更新等事業、自家用有償旅客運送事業、除
排雪業務委託、橋梁長寿命化事業、普通河川維持工事、町河川支障木撤去
等維持補修、雪寒機械更新事業など。

特産品振興支援事業補助金、おびら和牛繁殖センター整備事業、畜産振興
補助金、農業水路等長寿命化・防災減災事業、林業生産基盤整備道菊岡沖
内線林道開設事業、水産物供給基盤機能保全事業負担金、漁業近代化資金
利子補給事業、ホタテ養殖漁業生産力強化等支援事業補助金、中小企業振
興資金利子補給事業、ゆったりかん運営委託料など。

乳幼児等医療費助成（拡大分）、各種検診委託（健康増進事業費）、高齢者社
会活動等参加ポイント事業、緑風・すずらん・汐見・新町団地修繕事業、第
２旭団地改善事業など。

スクールバス購入事業、園児送迎車購入事業、食育関連事業、鬼鹿小学校
遊具等設置事業、旧花田家番屋補修事業など。

ホームページリニューアル事業、町公式LINE構築事業、デジタル小平町
史制作委託、留萌消防組合負担金など。

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

下水道事業会計

水道事業会計

4億4,618万8千円
（対前年比▲1.4％）

6億1,558万9千円
（対前年比　47.8％）

7億7410万9千円
（対前年比　62.4％）
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▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）

○
657
万
円
を
追
加
し
、
50
億

１
千
259
万
９
千
円
に
。

▼
小
平
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
保
険
税
率
の
全
道
統
一
化

に
向
け
た
税
率
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

▼
小
平
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
施
設
の
利
用
料
金
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

▼
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
施
設
の
種
類
に
令
和
7
年

度
中
に
完
成
し
た
「
育
成
・
繁

殖
牛
舎
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
小
平
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

本
条
例
に
加
え
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
北
海
道
留
萌
郡
小
平
町
立

学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
小
平
共
同
調
理
場
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
鬼
鹿
幼
稚
園
を
小
平
幼
稚

園
に
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定

○
支
援
事
業
の
実
施
及
び
管

理
運
営
に
必
要
な
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）

○
8
千
700
万
6
千
円
を
追
加

し
50
億
9
千
960
万
5
千
円
に
。

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
杉
本
議
員

①
お
米
券
の
配
布
と
い
う
の

が
国
の
物
価
高
騰
対
策
メ

ニ
ュ
ー
の
中
に
あ
っ
た
と
思

う
が
検
討
を
踏
ま
え
た
結
果

と
し
て
、
地
域
限
定
商
品
券

に
な
っ
た
の
か
経
緯
を
伺
う
。

②
地
域
限
定
商
品
券
の
住
民

へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ
三
口
経
済
課
長

①
お
米
券
の
配
布
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
が
、
商
品
券
の

方
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断

し
た
。

Ａ
田
村
企
画
振
興
課
長

②
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
現

在
、
担
当
課
と
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
町
内
会
の
回
覧
、

新
聞
記
事
へ
の
掲
載
も
期
待

し
、
ま
た
町
民
と
接
す
る
機

会
が
多
い
議
員
の
皆
様
に
も

周
知
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

Ｑ
西
村
議
員

　

商
品
券
の
使
用
期
限
は
い

つ
ま
で
か
。

Ａ
廣
澤
経
済
課
主
幹

　

商
工
会
発
行
の
商
品
券
に

つ
い
て
は
有
効
期
限
が
６
ヵ

月
以
内
と
な
っ
て
お
り
、
８

月
末
ま
で
を
想
定
し
て
い
る
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

10
号
）

○
1
億
484
万
3
千
円
を
減
額

し
、
49
億
9
千
476
万
2
千
円

に
。

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
瀧
川
議
員

　

財
産
管
理
費
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
減
額
理
由
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
納
税
額
、

納
税
件
数
の
実
績
も
併
せ
て

補

正

予

算

条
例
の
一
部
改
正

条

例

の

制

定

専
決
処
分
の
承
認

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

　
■
一
般
会
計
予
算
を

　
■
一
般
会
計
予
算
を
4949
億
９
千

億
９
千
476476
万
２
千
円
に

万
２
千
円
に

　
■
小
平
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　
■
小
平
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

伺
う
。

Ａ
外
山
財
政
課
長
補
佐

　

米
の
返
礼
品
の
寄
附
申
し

込
み
件
数
が
減
少
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
も
の
。
納
税
額

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

1
千
783
万
円
に
対
し
、
令
和

８
年
１
月
現
在
で
１
千
17
万

２
千
円
、
納
税
件
数
は
令
和

６
年
度
１
千
489
件
に
対
し
、

令
和
８
年
１
月
現
在
に
お
い

て
781
件
。

Ｑ
藤
田
議
員

①
畜
産
業
費
の
畜
産
振
興
補

助
金
の
増
額
理
由
に
つ
い
て

伺
う
。

②
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー
運
営

費
の
施
設
運
営
委
託
料
の
増

額
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

③
保
健
体
育
振
興
費
の
燃
料

費
の
増
額
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ
林
経
済
課
主
幹

①
優
良
繁
殖
牛
肥
育
牛
等
の

導
入
推
進
事
業
と
し
て
増
額

す
る
も
の
。
現
在
、
養
育
牛

舎
を
建
設
中
で
、
本
年
４
月

か
ら
稼
働
を
控
え
て
お
り
、

こ
ち
ら
に
関
わ
る
繁
殖
雌
牛

の
う
ち
、
自
家
生
産
に
関
わ

る
雌
牛
の
保
留
数
が
増
え
て

い
る
た
め
。

Ａ
廣
澤
経
済
課
主
幹

②
製
品
堆
肥
の
運
搬
作
業
に

か
か
る
費
用
に
つ
い
て
の
増

額
。

Ａ
小
野
寺
社
会
教
育
課
長

③
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
利

用
者
の
要
望
に
よ
り
、
暖
房

の
設
定
温
度
を
上
げ
た
こ
と

に
伴
う
増
額
。

Ｑ
杉
本
議
員

　

小
平
町
学
校
給
食
調
理
業

務
委
託
事
業
の
債
務
負
担
行

為
の
廃
止
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
濵
田
教
育
長

　

令
和
8
年
4
月
の
民
間
事

業
者
へ
の
委
託
を
見
送
る
こ

と
と
し
た
こ
と
に
伴
う
債
務

負
担
行
為
の
廃
止
。
委
託
を

見
送
っ
た
理
由
と
し
て
は
、

1
つ
目
は
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
へ
の
説
明
が
事
前
に

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
理
解
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
2

つ
目
は
、
1
月
21
日
に
実
施

し
た
保
護
者
向
け
の
ア
ン
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ケ
ー
ト
で
、
民
間
事
業
者
へ

の
委
託
を
見
送
っ
た
方
が
よ

い
と
い
う
意
見
が
半
数
を
超

え
て
い
た
こ
と
。
以
上
の
理

由
を
踏
ま
え
、
1
月
28
日
に

開
催
し
た
教
育
委
員
会
で
協

議
し
、
令
和
8
年
4
月
か
ら

の
委
託
は
見
送
る
こ
と
と
し

た
。

Ｑ
板
垣
議
員

　

小
平
町
学
校
給
食
調
理
業

務
委
託
事
業
の
債
務
負
担
行

為
の
廃
止
に
あ
た
り
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

Ａ
関
町
長

　

保
護
者
や
地
域
の
方
々
へ

の
説
明
が
事
前
に
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
芳
し
く

な
か
っ
た
。
今
回
の
債
務
負

担
行
為
の
廃
止
に
つ
い
て
は

当
然
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
の
方
向
性
に
つ
て

は
、
施
設
の
老
朽
化
及
び
完

全
給
食
に
向
け
て
の
課
題
、

雇
用
の
関
係
等
、
時
間
を
か

け
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
町
民
の
意
見
を

考
慮
し
て
進
め
て
行
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

Ｑ
髙
野
議
員

　

堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー
手
数

料
の
減
額
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
過
去
3
年
間
の

堆
肥
の
販
売
実
績
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
廣
澤
経
済
課
主
幹

　

有
機
質
資
源
の
処
理
手
数

料
の
減
額
。
実
績
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
が
１
千
195

ト
ン
、
令
和
６
年
度
が
981
ト

ン
、
令
和
７
年
度
が
1
千
503

ト
ン
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
３
千
円
を
追
加
し
、
6
千

355
万
4
千
円
に
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

事
業
勘
定
補
正
予
算
（
第
３

号
）

○
9
千
104
万
9
千
円
を
減
額

し
、
3
億
6
千
543
万
3
千
円

に
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
保
険

事
業
勘
定
補
正
予
算
（
第
４

号
）

○
1
千
33
万
6
千
円
を
追
加

し
、
3
億
9
千
166
万
2
千
円

に
。

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
613
万
7
千
円
を
減
額
し
、

2
億
6
千
729
万
3
千
円
に
。

▼
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
2
千
159
万
8
千
円
減
額
し
、

3
億
9
千
955
万
6
千
円
に
。

▼
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

○
512
万
円
減
額
し
、
3
億
8

千
596
万
1
千
円
に
。

▼
小
平
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ

よ
う
と
す
る
事
業
者

○
深
川
市
４
条
７
番
９
号

カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
ホ
テ
ル
ズ　

株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長寺

島　

康
宏

○
指
定
期
間

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間

▼
鬼
鹿
漁
港
海
岸
利
用
施
設

の
管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す

▼
小
平
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
議
会
運
営
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
質
疑
に
つ
い
て
１

回
目
を
一
括
質
疑
制
と
し
、

２
回
目
以
降
は
一
問
一
答
制

と
し
、
質
疑
及
び
答
弁
の
合

計
時
間
を
60
分
以
内
と
す
る

改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
閉
会
中
の
各
委
員
会
の
継

続
調
査

○
議
会
閉
会
中
で
も
各
委
員

会
の
所
管
す
る
事
務
及
び
事

件
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
調

査
で
き
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

３
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
３
件
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

る
事
業
者

○
字
鬼
鹿
元
浜
24
番
地
の
１

地
先

鬼
鹿
観
光
協
会

会
長　

竹
中　

政
人

○
指
定
期
間

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

５
年
間

▼
小
平
町
陶
芸
登
窯
施
設
の

管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る

事
業
者

○
字
小
平
町

463
番
地

小
平
町
陶
芸
施
設
運
営
実
行

委
員
会　委

員
長　

中
嶋　

純
子

○
指
定
期
間

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間

▼
小
平
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定

○
新
た
に
令
和
８
年
度
か
ら

令
和
12
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年

を
計
画
期
間
と
し
た
「
小
平

町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

▼
小
平
共
同
調
理
場
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
学
校
給
食
費
を
公
会
計
で

管
理
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
し
ま
し
た
。

▼
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

○
781
万
5
千
円
を
追
加
し
50

億
257
万
7
千
円
に
。

▼
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
1
千
247
万
5
千
円
を
追
加

し
、
52
億
6
千
47
万
5
千
円

に
。

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
西
村
議
員

　

給
食
施
設
運
営
費
の
賄
材

料
費
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
今
管
理
課
長
補
佐

　

賄
材
料
費
に
つ
い
て
は
保

護
者
及
び
教
職
員
か
ら
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た

食
糧
費
の
部
分
に
、
物
価

高
騰
分
の
金
額
を
増
額
し

そ　

の　

他

補　

正　

予　

算

指
定
管
理
者
の
指
定

第
１
回
臨
時
会

議

長

発

議

条
例
の
一
部
改
正

発

議
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第１回定例会の一般質問は、３月 11日に行われ、
　　　　　　　　　　　　　　　　３名の議員が質問しました。

瀧　川　　　司 議員………………１．町民一人ひとりが災害時に迅速に避難できる方策を

講じる事ができないか

西　村　健　一 議員………………１. 町政執行方針について

板　垣　良　二 議員………………１. おびら和牛繁殖センターについて

町
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害
時

に
迅
速
に
避
難
で
き
る
方
策

を
講
じ
る
事
が
で
き
な
い
か

瀧
　
川

　
　
　
司

①
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
を

は
じ
め
巨
大
地
震
発
生
の
想

定
な
ど
、
災
害
発
生
の
確
率

が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
規
模
で
ど
う

い
っ
た
災
害
が
く
る
の
か
予

断
を
許
さ
な
い
現
在
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
災
害
時
に
自

分
が
ど
う
い
っ
た
行
動
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
再

確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
家
庭
単
位
で
も
避
難
経

路
や
連
絡
方
法
を
共
有
す
る

こ
と
な
ど
、
災
害
時
に
は
迅

速
に
行
動
し
、
二
次
災
害
を

防
ぐ
方
策
を
講
ず
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

②
車
両
で
の
避
難
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
車
両
自
体
が
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
守
ら
れ
た
避
難

空
間
と
な
り
、
現
在
は
充
電

な
ど
非
常
時
に
使
用
で
き
る

機
能
も
充
実
し
て
い
る
。
国

道
上
に
一
次
避
難
場
所
と
し

て
使
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
ら
れ
る
よ
う
今
後
も
要

請
活
動
を
継
続
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

ま
た
、
普
段
か
ら
自
助
、

直
ぐ
に
避
難
す
る
、
そ
の
後

共
助
、
そ
し
て
公
助
を
待
て

る
よ
う
命
を
守
る
行
動
を
的

確
に
行
え
る
よ
う
な
啓
発
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

先
般
、
留
萌
市
で
開
催
さ

れ
た
「
防
災
減
災
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
の
講
演
で
も
あ
っ
た

よ
う
に
、
家
族
間
で
災
害
時

の
避
難
方
法
を
話
し
合
う
、

避
難
所
の
再
確
認
を
行
う
、

津
波
の
場
合
は
と
に
か
く
高

い
場
所
へ
避
難
す
る
、
こ
う

し
た
意
識
を
広
く
共
有
し
て

い
く
と
同
時
に
、
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
の
両
面
で
防
災
、
減

災
対
策
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

国
道
上
に
津
波
避
難
退
避

パ
ー
ク
の
整
備
を
関
係
機
関

に
強
く
要
望

町
長

　
関
　
　
　
次
　
雄

①
町
民
の
皆
さ
ん
へ
は
新
年

度
か
ら
導
入
予
定
の
町
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
家
庭

内
で
の
避
難
に
対
す
る
再
認

識
を
促
し
て
い
く
。

　

い
ち
早
く
避
難
す
る
た
め
、

徒
歩
で
の
避
難
が
難
し
い
高

齢
者
も
増
加
し
て
お
り
、
車

両
で
の
避
難
が
現
実
的
な
選

択
肢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
渋
滞
対
策
が
最
大
の
障

壁
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
令

和
８
年
以
降
の
幼
稚
園
及
び

小
学
校
の
統
合
に
よ
り
鬼
鹿

－

小
平
間
に
お
け
る
送
迎
車

両
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
最

大
津
波
11
ｍ
、
到
達
時
間
32

分
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
被

害
想
定
が
示
さ
れ
る
中
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
躊
躇
な
く

迅
速
に
避
難
を
開
始
で
き
る

よ
う
津
波
避
難
及
び
退
避
機

能
を
有
す
る
「
津
波
避
難

パ
ー
ク
」
の
整
備
を
関
係
機

関
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

②
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
防

災
講
話
で
の
体
験
談
な
ど
防

災
意
識
を
高
め
る
機
会
も
重

要
と
考
え
て
い
る
。

　

迅
速
に
避
難
す
る
た
め
に

車
両
を
考
え
た
場
合
は
、
渋

滞
対
策
や
「
避
難
パ
ー
ク
」

て
、
賄
材
料
費
の
合
計
が

１
千

427
万
５
千
円
と
な
る
。
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に
お
け
る
最
低
限
の
施
設
整

備
に
加
え
、
必
要
と
な
る
防

災
資
機
材
な
ど
、
様
々
な
課

題
は
あ
る
が
、
海
岸
線
の
延

長
が
極
め
て
長
い
小
平
町
の

国
道
に
は
必
要
だ
と
い
う
こ

と
を
強
く
訴
え
て
ま
い
り
た

い
。

町
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

西
　
村

　
健

　
一

①
福
祉
、
健
康
、
介
護
施
策

に
つ
い
て
伺
う
。

②
ア
イ
ボ
リ
ー
メ
ロ
ン
に
つ

い
て
現
状
の
対
応
や
今
後
の

考
え
を
伺
う
。

③
各
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
設
置
内
容
と
経
緯
に
つ
い

て
伺
う
。

④
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
予
算
に
盛
り
込

ま
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
子
供
・
子
育

て
支
援
と
し
て
以
前
よ
り
入

学
準
備
に
係
る
支
援
を
お
願

い
し
て
い
る
が
、
検
討
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

①
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

に
よ
り
安
否
確
認
、
研
修
に

参
加
し
介
護
の
質
を
向
上
。

②
現
状
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
取
組
を
。

③
小
平
小
学
校
に
６
台
、
小

平
中
学
校
に
３
台
設
置
。

④
国
の
予
算
審
議
の
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
判
断
し
て
い
く
。

町
長

　
関

　
　
　
次

　
雄

①
令
和
８
年
度
か
ら
水
道
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し

た
安
否
確
認
、
徘
徊
高
齢
者

等
の
支
援
の
た
め
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
愛
生
園
に
お
け
る
介

護
、
看
護
職
員
は
地
域
の
福

祉
・
医
療
を
支
え
る
大
き
な

柱
で
あ
る
。
認
知
症
ケ
ア
や

医
療
的
ケ
ア
、
介
護
技
術
向

上
の
た
め
の
各
種
研
修
会
に

参
加
し
て
介
護
の
質
を
向
上

し
て
ま
い
る
。

②
昨
年
、
農
協
・
普
及
セ
ン

タ
ー
・
生
産
者
等
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
や
販
売
方
法
、
先
進
地

視
察
な
ど
に
関
し
て
協
議
を

行
っ
た
が
、
メ
ロ
ン
栽
培
が

下
火
と
な
っ
て
時
間
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
流

通
・
販
売
方
法
に
関
し
て
難

し
い
面
が
あ
る
。
生
産
個
数

や
販
売
額
か
ら
も
ア
イ
ボ

リ
ー
メ
ロ
ン
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
は
今
後
も
厳
し
く
な

る
と
い
う
の
が
率
直
な
意
見

で
あ
る
が
、
現
状
を
維
持
し

て
い
く
た
め
の
取
組
は
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

③
小
平
小
学
校
の
普
通
教
室

に
各
１
台
、
合
計
６
台
と
小

平
中
学
校
の
普
通
教
室
に
各

１
台
、
合
計
３
台
の
壁
掛
け

式
の
エ
ア
コ
ン
を
予
定
し
て

い
る
。
令
和
６
年
度
に
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
配
置
し

夏
季
休
業
を
30
日
間
と
し
て

対
応
し
て
き
た
が
、
令
和
７

年
度
が
高
温
で
あ
っ
た
こ
と

や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
作

動
音
に
よ
っ
て
授
業
に
集
中

し
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

④
国
の
予
算
審
議
の
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、
国
庫
負
担
が

明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
の

判
断
が
必
要
と
の
考
え
に

至
っ
た
。

　

入
学
準
備
支
援
に
つ
い
て

は
、
今
春
は
難
し
い
が
次
年

度
以
降
に
向
け
て
検
討
を
し

て
い
る
な
か
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

感
の
あ
る
内
容
と
し
た
い
。

お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

板
　
垣

　
良

　
二

令
和
３
年
度
か
ら
事
業
を

実
施
し
、
今
年
度
で
四
期
目

が
終
了
す
る
。「
お
び
ら
和
牛

繁
殖
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
、
総
事
業
費
の
予

算
額
と
そ
れ
に
関
す
る
国
の

交
付
金
、
町
の
一
般
財
源
な

ど
の
内
訳
に
つ
い
て
、
数
字

的
な
こ
と
も
含
め
、
ど
の
程

度
計
上
し
支
出
し
た
の
か
町

民
の
皆
様
に
周
知
す
べ
き
と

思
う
が
、
町
長
の
見
解
を
伺

う
。ま

た
、
現
在
の
運
営
状
況

や
利
用
実
態
等
、
効
果
・
検

証
し
た
中
で
、
今
後
の
運
営

方
向
や
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
も
町
民
の
皆
様
に
周
知

し
理
解
を
得
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
を
併
せ

て
伺
う
。

「
繁
殖
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」

を
通
じ
て
町
民
に
向
け
た
周

知
を
図
る
。

町
長

　
関

　
　
　
次

　
雄

お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
の
総
事
業
費
な
ど
の
周

知
に
つ
い
て
、昨
年
よ
り
「
繁

殖
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
を
発

行
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続

的
に
発
行
し
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
８
年
度

に
つ
い
て
も
、
第
四
期
牛
舎

完
成
後
に
発
行
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
ご
指
摘
の

総
事
業
費
や
国
庫
補
助
、
過

疎
債
、
交
付
税
措
置
な
ど
難

し
い
表
現
と
な
ら
な
い
よ
う

に
町
民
に
向
け
た
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
の
運
営
方
法

や
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
指
定
管
理
委
託

を
し
て
い
る
北
海
道
ア
ク
シ

ア
が
令
和
８
年
度
末
で
指
定

管
理
が
終
了
す
る
た
め
、
繁

殖
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議
な
ど

の
中
で
協
議
・
検
討
を
し
て

い
き
な
が
ら
、
そ
の
方
向
性

等
に
つ
い
て
も
「
繁
殖
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
町

民
に
向
け
た
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

◆
補
足
説
明

経
済
課
主
幹

　
林

　
良
樹

建
設
工
事
に
つ
い
て
、
四

期
ま
で
の
合
計
が
15
億
80
万

円
で
、
今
年
度
実
施
し
た
外

構
工
事
が
8
千
660
万
円
、
設

計
委
託
料
が
1
億
630
万
円
。

備
品
購
入
費
が
4
千
520
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
地
方
債
関

係
の
利
息
と
償
還
金
の
全
て

の
合
計
が
18
億
1
千
440
万
円

程
の
総
事
業
費
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
伴
う
財
源
は

国
庫
補
助
金
が
7
億
8
千
720

万
円
、
地
方
債
と
し
て
の
借

入
が
8
億
8
千
990
万
円
で
あ

り
、
そ
の
他
の
財
源
は
ふ
る

さ
と
基
金
や
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
等
と
な
っ
て
い
る
。

国
の
負
担
額
は
総
事
業
費

の
70
パ
ー
セ
ン
ト
の
12
億
6

千
260
万
円
で
、
町
の
負
担
額

は
5
億
1
千
480
万
円
で
あ
る
。
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新
年
度
予
算
は
議
員
全
員

で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別

委
員
会
（
髙
野
委
員
長
）
に

付
託
さ
れ
、
３
月
12
・
13
日

の
２
日
間
で
審
査
さ
れ
ま
し

た
。主

な
質
問
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
総
務
費
（
歳
出
）

Ｑ
西
村
委
員

①
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
構
築
事

業
は
ど
の
よ
う
な
事
業
内
容

か
。

②
鬼
鹿
小
公
園
遊
具
増
設
で

は
ど
の
よ
う
な
遊
具
を
設
置

す
る
の
か
。
ま
た
、
公
園
利

用
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

か
。

Ａ
秋
山
企
画
振
興
課
長
補
佐

①
行
政
情
報
の
ス

ピ
ー

デ
ィ
ー
な
情
報
手
段
と
し
て

活
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
施

設
予
約
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
可
能
で
あ
る
。

Ａ
東
藤
財
政
課
長

②
現
在
２
基
の
遊
具
し
か
な

い
た
め
、
連
合
町
内
会
か
ら

一　
般
　
会
　
計

一　
般
　
会
　
計

予
算
審
査
特
別
委
員
会

= 

審
議
を
尽
く
し
た
２
日
間 =

『議会を傍聴してみませんか』
●町議会の定例会は、年４回開きます。（３・６・９・12月）

議会はどなたでも傍聴できますので、どうぞお気軽にお越しください。

2月

３月 4月

議 会 の 動 き

議員全員協議会（全議員）
議会運営委員会（全委員及び議長）

25日

留萌管内町村議会議長会臨時総会及び懇談会
【苫前町】（議長）

９日

議員全員協議会（７議員）
第１回臨時会開会（７議員）

30日

小平中学校第７９回卒業証書授与式（議長）
予算審査特別委員会（全委員）
第1回定例会再開（全議員）
議員全員協議会（全議員）

13日

第１回定例会開会（全議員）3日

自衛隊入隊予定者激励会【留萌市】（議長）７日

第28回卒業証書授与式　小平高等養護学校（議長）６日

第１回定例会再開（全議員）11日

予算審査特別委員会（全委員）12日

議員全員協議会（全議員）12日

留萌南部衛生組合議会第１回定例会（各議員）27日

小平小学校第１２３回卒業証書授与式（議長）18日

小平幼稚園卒園・修了式（議長）19日

留萌消防組合議会第１回定例会（各議員）23日

小平小学校入学式（議長）
小平町交通安全住民大会（議長）

８日

小平幼稚園入園式（議長）６日

小平中学校入学式（議長）７日

一般道道苫前小平線整備促進期成会
定期総会【小平町】（議長）

20日

小平高等養護学校入学式（議長）９日
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の
要
望
に
よ
り
、
ス
プ
リ
ン

グ
遊
具
２
基
、
ベ
ン
チ
等
を

設
置
す
る
。
利
用
実
態
は
把

握
し
て
い
な
い
が
有
効
に
活

用
願
い
た
い
。

Ｑ
藤
田
委
員

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

委
託
と
そ
れ
に
伴
う
サ
ポ
ー

ト
委
託
の
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

②
防
災
備
品
購
入
の
内
訳
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

③
役
場
敷
地
内
で
の
喫
煙
所

確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
田
村
企
画
振
興
課
長

①
募
集
の
幅
を
広
げ
る
た
め
、

専
門
の
民
間
業
者
に
委
託
し
、

さ
ら
に
協
力
隊
員
の
日
々
の

サ
ポ
ー
ト
及
び
研
修
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
。

②
備
蓄
補
充
用
の
非
常
用
食
、

土
嚢
で
あ
る
。

Ａ
関
町
長

③
節
度
を
も
っ
た
喫
煙
が
必

要
で
あ
り
、
庁
舎
全
体
の
意

見
も
考
慮
し
な
が
ら
内
部
で

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
瀧
川
委
員

①
職
員
採
用
の
社
会
人
枠
に

つ
い
て
年
齢
要
件
等
が
設
け

ら
れ
て
い
る
の
か
。

②
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
後
の

指
導
等
は
行
っ
て
い
る
か
。

Ａ
富
樫
総
務
課
長

①
社
会
人
枠
に
つ
い
て
は
令

和
７
年
度
採
用
か
ら
運
用
し

て
お
り
、
本
年
度
に
つ
い
て

も
同
様
の
考
え
を
も
っ
て
い

る
。
年
齢
要
件
は
他
の
自
治

体
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す

る
。

②
ス
ト
レ
ス
度
が
高
い
職
員

に
あ
っ
て
は
、
本
人
申
請
に

よ
り
産
業
医
に
対
応
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
酒
谷
委
員

　

役
場
庁
舎
は
数
年
に
わ
た

り
雨
漏
り
す
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
が
、
解
消
に
向
け
て

対
応
し
て
い
る
か
。

Ａ
東
藤
財
政
課
長

　

支
障
が
出
な
い
よ
う
日
常

の
管
理
は
行
っ
て
い
る
。
大

規
模
修
繕
と
な
れ
ば
高
額
な

費
用
が
か
か
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
今
後
の
対
応

策
に
つ
い
て
は
庁
内
で
検
討

す
る
。

Ｑ
杉
本
委
員

①
研
修
等
講
師
委
託
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
、
動
画
情
報

を
提
供
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
が
対
応
は
可
能
か
。

Ａ
富
樫
総
務
課
長

①
職
場
の
健
全
な
環
境
づ
く

り
の
た
め
昨
年
度
か
ら
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
の
研
修
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
も
引

き
続
き
研
修
を
行
う
。

Ａ
秋
山
企
画
振
興
課
長
補
佐

②
閲
覧
者
が
見
や
す
い
よ
う

考
え
て
お
り
、
動
画
配
信
に

つ
い
て
は
容
量
の
課
題
が
あ

る
た
め
、
ど
の
程
度
可
能
か

検
討
す
る
。

Ｑ
西
委
員

①
お
び
ま
る
グ
ッ
ズ
の
制
作

は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え

て
い
る
か
。ま
た
、新
規
グ
ッ

ズ
な
ど
が
あ
る
の
か
。

②
３
町
（
小
平
・
幌
加
内
・

沼
田
）
広
域
振
興
協
議
会
で

制
作
し
て
い
る
動
画
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
。

Ａ
田
村
企
画
振
興
課
長

①
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る

も
の
は
従
来
グ
ッ
ズ
の
補
充

で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
新
規

グ
ッ
ズ
は
考
え
て
い
な
い
。

②
具
体
的
な
活
用
方
法
が
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
後

検
討
す
る
。

■
民
生
費
（
歳
出
）

Ｑ
酒
谷
委
員

　

高
齢
者
交
通
費
助
成
事
業

委
託
料
の
内
訳
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ
柳
谷
保
健
福
祉
課
主
幹

　

沿
岸
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
及
び
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
に
係
る
助
成
で
あ
る
。

■
衛
生
費
（
歳
出
）

Ｑ
瀧
川
委
員

①
医
療
備
品
購
入
の
内
容
及

び
補
助
金
等
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

②
不
妊
治
療
の
支
援
に
つ
い

て
、
実
績
と
具
体
的
な
支
援

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
金
子
保
健
福
祉
課
長
補
佐

①
小
平
診
療
所
の
電
子
カ
ル

テ
及
び
歯
科
診
療
所
用
レ
ー

ザ
ー
治
療
器
等
で
、
電
子
カ

ル
テ
以
外
は
補
助
対
象
外
で

あ
る
。

②
こ
こ
２
年
間
で
２
名
へ
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
デ
リ

ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
の
で
、

本
人
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ

う
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ
西
村
委
員

　

歯
科
用
レ
ー
ザ
ー
治
療
が

有
効
な
の
で
あ
れ
ば
も
っ
と

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

Ａ
金
子
保
健
福
祉
課
長
補
佐

　

先
生
と
連
携
し
診
療
日
の

周
知
と
と
も
に
、
レ
ー
ザ
ー

治
療
の
効
果
も
お
知
ら
せ
し

て
い
く
。

Ｑ
杉
本
委
員

①
各
診
療
所
の
経
営
委
託
料

が
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
を
伺
う
。

②
過
去
に
閉
鎖
し
た
最
終
処

分
場
（
字
富
岡
）
の
対
応
工

事
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
金
子
保
健
福
祉
課
長
補
佐

①
昨
今
の
医
療
材
料
費
・
人

件
費
の
上
昇
、
診
療
報
酬
の

改
定
に
伴
い
、
各
診
療
所
に

お
け
る
先
生
と
の
協
議
に
よ

り
増
額
が
必
要
と
判
断
し
た
。

Ａ
金
子
生
活
環
境
課
長
補
佐

②
閉
鎖
し
た
最
終
処
分
場
に

係
る
浸
出
処
理
水
の
基
準
値

要
件
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
動
力
盤
等
の
更
新
工

2月

３月 4月

議 会 の 動 き

議員全員協議会（全議員）
議会運営委員会（全委員及び議長）

25日

留萌管内町村議会議長会臨時総会及び懇談会
【苫前町】（議長）

９日

議員全員協議会（７議員）
第１回臨時会開会（７議員）

30日

小平中学校第７９回卒業証書授与式（議長）
予算審査特別委員会（全委員）
第1回定例会再開（全議員）
議員全員協議会（全議員）

13日

第１回定例会開会（全議員）3日

自衛隊入隊予定者激励会【留萌市】（議長）７日

第28回卒業証書授与式　小平高等養護学校（議長）６日

第１回定例会再開（全議員）11日

予算審査特別委員会（全委員）12日

議員全員協議会（全議員）12日

留萌南部衛生組合議会第１回定例会（各議員）27日

小平小学校第１２３回卒業証書授与式（議長）18日

小平幼稚園卒園・修了式（議長）19日

留萌消防組合議会第１回定例会（各議員）23日

小平小学校入学式（議長）
小平町交通安全住民大会（議長）

８日

小平幼稚園入園式（議長）６日

小平中学校入学式（議長）７日

一般道道苫前小平線整備促進期成会
定期総会【小平町】（議長）

20日

小平高等養護学校入学式（議長）９日
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事
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

■
農
林
水
産
業
費
（
歳
出
）

Ｑ
瀧
川
委
員

①
ヒ
グ
マ
捕
獲
等
奨
励
金
の

単
価
と
想
定
頭
数
、
捕
獲
し

た
場
合
の
処
理
は
誰
が
行
う

の
か
。

②
備
品
購
入
費
予
算
で
は
何

を
購
入
す
る
の
か
。

Ａ
林
経
済
課
主
幹

①
１
頭
当
た
り
の
奨
励
金
は

２
万
円
で
10
頭
分
を
計
上
、

こ
の
他
に
１
頭
当
た
り
の
駆

除
委
託
２
万
円
と
併
せ
て
北

海
道
と
同
程
度
の
金
額
を
見

込
ん
で
い
る
。
な
お
、
捕
獲

時
の
処
理
は
町
が
行
う
。

Ａ
三
口
経
済
課
長

②
有
害
鳥
獣
対
応
の
た
め
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
を
購
入
予

定
で
あ
る
。

Ｑ
西
村
委
員

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
購
入
時
の
装

備
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考

え
て
い
る
か
。

Ａ
三
口
経
済
課
長

　

駆
除
し
た
鳥
獣
を
円
滑
に

乗
せ
る
た
め
の
ア
ル
ミ
ブ

リ
ッ
ジ
（
は
し
ご
）
を
購
入

予
定
で
あ
る
。

Ｑ
藤
田
委
員

　

畜
産
振
興
補
助
金
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
林
経
済
課
主
幹

　

繁
殖
素
牛
の
導
入
に
係
る

助
成
は
所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
と
判
断
し
廃
止
す
る
こ

と
と
し
た
が
、
地
元
牛
肉
を

活
用
し
た
特
産
品
振
興
（
加

工
）
に
関
す
る
助
成
は
継
続

し
て
実
施
す
る
。

■
商
工
費
（
歳
出
）

Ｑ
酒
谷
委
員

　

お
び
ま
る
広
場
の
電
気
装

飾
設
備
の
修
繕
予
定
は
あ
る

か
。

Ａ
廣
澤
経
済
課
主
幹

　

状
況
を
把
握
し
て
、更
新
し

て
い
く
方
向
で
考
え
て
い
る
。

Ｑ
西
村
委
員

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

近
年
こ
れ
と
い
っ
た
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
が
、
構
想
等
は
な

い
か
。

Ａ
廣
澤
経
済
課
主
幹

　

商
工
業
全
体
が
縮
小
傾
向

に
あ
る
た
め
、
活
力
が
生
ま

れ
る
よ
う
な
支
援
策
を
行
政

と
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

■
教
育
費
（
歳
出
）

Ｑ
西
村
委
員

①
教
育
総
務
費
報
酬
の
会
計

年
度
任
用
職
員
に
共
同
調
理

場
職
員
分
も
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
職
員
の
確
保

対
策
を
講
ず
る
必
要
も
あ
る

と
考
え
る
が
。

②
給
食
施
設
運
営
費
の
修
繕

料
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
小
野
寺
管
理
課
主
幹

①
共
同
調
理
場
職
員
分
も
含

ま
れ
て
お
り
、
報
酬
額
の
単

価
ア
ッ
プ
に
よ
り
増
額
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
状
、

常
勤
の
調
理
員
５
名
、
代
替

職
員
を
３
名
確
保
し
て
い
る

が
、
代
替
職
員
の
増
員
も
含

め
検
討
し
た
い
。

Ａ
今
管
理
課
長
補
佐

②
共
同
調
理
場
の
運
搬
車
車

検
及
び
施
設
の
蒸
気
配
管
修

理
の
計
上
で
あ
る
。

Ｑ
瀧
川
委
員

　

北
海
道
博
物
館
協
会
負
担

金
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

博
物
館
が
収
蔵
す
る
類
似
し

た
収
蔵
品
を
廃
棄
可
能
に
な

る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
件
に
関
し

た
情
報
提
供
は
あ
る
の
か
。

Ａ
長
澤
社
会
教
育
課
長
補
佐

　

北
海
道
博
物
館
協
会
に
参

加
し
て
お
り
適
宜
情
報
提
供

は
あ
る
。
し
か
し
、
廃
棄
の

件
に
関
す
る
正
式
な
通
達
は

ま
だ
な
い
が
、
令
和
４
年
に

博
物
館
法
が
改
正
さ
れ
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
ご
指

摘
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

本
町
の
展
示
施
設
は
博
物
館

法
の
適
用
は
受
け
な
い
が
、

道
教
委
の
基
準
に
準
拠
し
た

形
で
、
廃
棄
で
き
る
も
の
は

廃
棄
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
杉
本
委
員

①
鬼
鹿
幼
稚
園
の
統
合
に
伴

う
送
迎
車
両
の
確
保
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

②
今
後
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
の
か
。

Ａ
濵
田
教
育
長

①
４
月
か
ら
は
リ
ー
ス
車
で

対
応
す
る
こ
と
と
し
、
新
車

受
注
の
見
通
し
が
た
っ
た
段

階
で
車
両
の
購
入
を
考
え
て

い
る
。

②
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
、
ま
ず
は
完
全
給
食

の
実
現
を
目
指
す
。
ま
た
、

保
護
者
の
方
々
か
ら
多
く
の

意
見
を
頂
戴
し
て
い
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
検

討
委
員
会
的
な
組
織
を
立
ち

上
げ
方
向
性
を
協
議
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

■
寄
附
金
（
歳
入
）

Ｑ
西
村
委
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
、
例
え
ば
化
石
発
掘

や
松
前
神
楽
・
鹿
狩
猟
体
験

等
の
無
形
物
を
取
り
扱
う
こ

と
を
考
え
て
み
て
は
。

Ａ
東
藤
財
政
課
長

　

只
今
い
た
だ
い
た
意
見
を

参
考
に
、
対
応
可
能
か
も
含

め
庁
内
で
検
討
す
る
。

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計

Ｑ
藤
田
委
員

　

施
設
職
員
の
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
工
藤
愛
生
園
長

　

介
護
員
３
名
不
足
し
て
い

る
現
状
で
あ
り
、
今
後
も
人

材
確
保
に
努
め
る
。

令
和
8
年
3
月
31
日
20
時
、

地
域
の
顔
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
商
店
が
、
ま
た
一
つ

30
年
間
の
営
業
を
終
え
た
。

閉
店
時
に
は
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
150
人
を
超
え
る

人
々
が
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝

を
伝
え
に
集
ま
っ
た
。
人
が

減
り
ゆ
く
な
か
で
も
、
こ
の

町
に
は
た
く
さ
ん
の
思
い
や

り
や
優
し
さ
、
あ
た
た
か
さ

と
い
っ
た
心
の
繋
が
り
が
確

か
に
息
づ
い
て
い
る
。
そ
う

強
く
実
感
さ
せ
ら
れ
る
ひ
と

と
き
で
あ
っ
た
。（
西
村
）

あ
と
が
き
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